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「教育の成果を子どもの姿で示し 家庭・地域と信頼ときずなをさらに深める」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成から令和へ，元号をまたいだ休業日 10日間

を越えて，子どもたちの元気な声と姿が学校に戻

ってきました。「一年生を迎える会」（上下写真）

の際に全校児童にも話しましたが，事故やけがな

どなく５月のスタートが切れたことは，何よりも

うれしいことです。ご家庭での健康・生活リズム

の管理に感謝いたします。 

さて，一息つく暇もなく，９日（木）避難訓練・

10日（金）遠足と決しておろそかにはできない行 

事が続きました。いずれも，子どもたちの「対応力の基礎」が試される場面がありました。

特に，右にならうのではなく自分でもしっかり考え判断することや，動から静へ自分の力で

気持ちの切り替えができることが問われました。学校では「教室」という閉じられた場所が，

子どもたちの主な生活の場となっています。このことは日常生活や地域社会とは異なり，

「教室」を離れたときに本当の力が試されます。言われるがままや，人のやることだけに追

従していては，日常生活で役に立つ本物の力にはなりません。 

何にでもあてはまってしまいそうな「対応力の基礎」それは，学力のみならず，上にある

ような行動の元になる心の有り様とも深く関係しています。本校では４年間，特別の教科道

徳の授業を中心にして他の教科や学級活動・行事などとの関連を意識しながら子どもたちの

道徳性をはぐくんできています。このことを教育界では「心を耕す」と言っています。他に

も地域の保育所やグループホームの人たちとの交流「かけはし交流」や異学年交流「たてわ

り活動」，帯広市の支援事業を活用した「外部講師活用事業」などで，様々な人とのふれあ

いや地域社会との接点を経験させています。身に付いたこと，心の中に育まれたことが，個々

の子どもたちの言動として表出するのは，いつになるのか限定できませんが，より多くの体

験や経験から，多くの選択肢を心の中につくってあげることが柔軟な感性の基礎になると考

えます。これは家庭や地域社会でもあてはまることです。 

 お子さんの教科書をご覧になったことはありますか？日常

生活との結びつきが特に強いのが，昨年から教科となった特別

の教科道徳です。道徳性を高めるためには学校と家庭が同じ意

識で子どもたちに働きかけていく必要があります。 

今年度 授業改善のテーマ 

「学び合いを通して自分のよさに気付き，よりよく生きよう

とする子どもの育成」 

～道徳的価値を自分との関わりで考える授業を通して～ 

★自己を見つめる子 ～成長と課題を発見～ 

★学びをつなげる子 ～生活への発展～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練 写真左右 

今回は震度５の地震の後ボイラー室から出火し

たことを想定した訓練でした。 

私語をせずにみんな真剣に避難できました。          
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十
日
（
金
） 

～各学年の行き先とおおよその距離～ 

               片 道 

１・２年・・緑ヶ丘公園   約２．６㎞ 

３・４年・・治水の森公園  約３．６㎞ 

５・６年・・西帯広公園   約５．２㎞ 

 最高気温が 20.2℃まで上がり，時折の雲とともにパラパ

ラと弱い雨がありましたが，ほぼ１日日差しが臨める日とな

りました。それぞれ左の目的地を目指し 

みんな頑張って歩き，体を鍛え，現地で 

は学年を越えた遊びや学級の友達との遊び 

で交流を深めることができました。もちろん， 

おうちの方が用意してくれたお弁当もおいしそうにほおばっていました。４月スタート

から頑張ってきた子どもたちへのご褒美だったのかもしれません。保護者の皆様のご協

力に感謝いたします。これからますます屋外活動に適した季節になります。 

 ４月 14 日（日）の総会から 1 ヶ月ほどになり

ますが，学級選出役員になられた皆様にあらため

て感謝申し上げます。また，役員総会への出席も

ありがとうございます。 

 規約にもあるように，帯広小学校ＰＴＡ活動の

究極の目的は，「子どもたちの幸福な成長」です。

周知の通り，学校教育だけで子どもたちの全人的

な成長は望めません。ＰＴＡ活動に参加・運営す

る中で，役員・保護者・職員との意思疎通が生ま

れ，共に考え活動する中でつながりも生まれま

す。お互いを知り合うことが，日常の教育活動を

後押しすることにもつながります。どうぞよろし

くお願いいたします。 

   ★学級行事・部会等の会議や市 P 連事業は除いています！ 

４月  ～通年  全戸参加型見守り活動（全） 

５月 19 日(日) 環境整備作業 9:00～10:00（四役・事務局） 

24 日(金) 懇親会 19:00（四役・事務局） 

     ～通年  朝の交通安全街頭指導（社会部） 

６月  ８日(土)  運動会場所取り整理（社会部） 

７月        危険箇所マップ発行（社会部） 

          広報紙発行（広報部） 

９月        ガラス拭き（社会部） 

10 月 ６日(日)  帯小秋まつり（全） 

   20 日(日)  ミニバレー大会（厚生部） 

11 月 16 日(土) 東ブロックミニバレー大会（厚生部）  

   講習会または研修会（学年部） 

２月        子ども雪合戦協力（社会部） 

          広報紙発行（広報部） 

３月        懇親会（厚生部） 
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なかよしタイムの遊び（体力向上） 

保体部からの提案，なかよしタイム

の集団遊びによる体力向上の取組初

日です。好天にグラウンドいっぱい

に子どもたちがあふれていました。 

          13 日（月） 


